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次
の
ペ
ー
ジ

一
般
質
問
と
答
弁

一般質問

鹿
ししうち

討 康
やすひろ

弘 議員

及
おいかわ

川 恒
つ ね お

雄 議員

Ｑ６
期
対
策
の
変
更
内
容

と
今
後
の
取
り
組
み
集
落

数
、
ま
た
、
内
容
変
更
に
よ

り
事
業
に
影
響
が
出
る
集

落
へ
の
継
続
に
向
け
て
の

方
策
に
つ
い
て
伺
う
。

変
更
点
は
大
き
く
３

点
、「
集
落
戦
略
の
作
成
」

か
ら
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

活
動
計
画
の
作
成
」
へ
の

変
更
と
「
集
落
協
定
広
域

化
加
算
」
と
「
生
産
性
向
上

加
算
」
の
廃
止
、「
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
加
算
」
と
「
ス
マ
ー

ト
農
業
加
算
」
の
新
設
で

あ
る
。
令
和
７
年
度
を
最

後
に
３
つ
の
集
落
協
定
か

ら
活
動
を
取
り
止
め
る
意

向
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

各
集
落
の
事
業
継
続
に
向

け
て
は
制
度
の
周
知
を
図

主
要
地
方
道
北
上
東
和

線
、
一
般
県
道
花
巻
田
瀬

線
の
重
要
性
と
改
良
整
備

に
つ
い
て
伺
う
。

佐
さ と う

藤 現
げん

 議員

特
に
雑
草
繁
茂
が
著
し

い
花
巻
南
Ｉ
Ｃ
か
ら
花
巻

南
高
校
ま
で
の
当
該
区
間

は
、
令
和
６
年
度
に
2

回

の
除
草
作
業
を
実
施
し

た
。
し
か
し
雑
草
の
成
長

が
想
定
以
上
に
早
く
、
歩

道
へ
の
浸
食
を
防
ぎ
き
れ

な
か
っ
た
。
今
後
は
、
草
刈

り
回
数
を
増
や
す
と
共

に
、
歩
道
縁
石
ま
わ
り
に

土
が
堆
積
し
雑
草
が
繁
茂

し
易
い
環
境
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
除
草
作
業
の

ほ
か
路
面
清
掃
車
を
使
用

し
た
清
掃
を
行
う
予
定
。

花
巻
南
Ｉ
Ｃ
か
ら
花
巻

東
高
校
ま
で
の
「
市
道
花

巻
南
イ
ン
タ
ー
中
北
万
丁

目
線
」
の
歩
道
整
備
が
不

十
分
。
景
観
と
安
全
確
保

の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

将
来
的
な
医
療
体
制
に

向
け
た
具
体
的
な
方
策
と

医
師
確
保
も
含
め
た
支
援

の
在
り
方
に
一
定
の
線
引

き
や
枠
組
み
が
必
要
と
思

う
が
市
の
方
針
に
つ
い
て

伺
う
。

令
和
６
年
11

月
に
金
融

機
関
へ
の
弁
済
計
画
や
ガ

バ
ナ
ン
ス
強
化
を
含
む
改

定
事
業
再
生
計
画
が
成

立
。
経
営
改
善
に
は
経
営

体
制
の
刷
新
と
医
師
の
確

保
が
重
要
で
あ
り
、
令
和

7

年
度
予
算
に
１
８
５
８

万
円
を
計
上
し
た
。
全
国

的
に
民
間
病
院
の
赤
字
問

題
が
あ
る
た
め
支
援
の
枠

組
み
は
必
要
だ
が
、
基
幹

病
院
の
後
方
支
援
と
し
て

総
合
花
巻
病
院
の
存
続
は

重
要
。
ま
た
、
新
理
事
会
へ

の
理
事
派
遣
は
現
時
点
で

考
え
て
い
な
い
。

主
要
地
方
道
北
上
東
和

線
は
通
勤
や
中
部
病
院
へ

の
救
急
搬
送
等
ア
ク
セ
ス

道
路
と
し
て
、
一
般
県
道

花
巻
田
瀬
線
は
田
瀬
湖
で

の
各
種
大
会
や
ワ
カ
サ
ギ

釣
り
な
ど
の
観
光
道
路
と

し
て
ど
ち
ら
も
重
要
な
路

線
と
認
識
し
て
い
る
。
改

良
整
備
に
つ
い
て
県
に
対

し
粘
り
強
く
要
望
す
る
。

昨
年
９
月
定
例
会
で
採

択
と
な
っ
た
請
願
「
障
が

い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

共
に
学
び
共
に
生
き
る
花

巻
市
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

の
検
討
状
況
を
伺
う
。

岩
手
県
身
体
障
害
者
福

祉
協
会
、
花
巻
市
身
体
障

害
者
福
祉
協
会
と
の
意
見

交
換
を
実
施
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
も
両
団
体

お
よ
び
市
内
各
障
害
福
祉

団
体
と
意
見
交
換
を
進

め
、
県
外
市
町
村
か
ら
の

情
報
収
集
を
行
い
花
巻
市

独
自
の
障
が
い
の
あ
る
人

も
な
い
人
も
共
に
学
び
共

に
生
き
る
花
巻
市
ま
ち
づ

く
り
条
例
制
定
の
必
要
性

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

昨
年
６
月
定
例
会
で
採

択
と
な
っ
た
請
願
「
５
歳

児
健
康
診
査
」
の
実
施
見

込
み
に
つ
い
て
伺
う
。

５
歳
前
後
は
対
人
関
係

や
言
葉
の
遅
れ
な
ど
の
特

性
が
確
認
さ
れ
や
す
い
時

期
で
あ
る
。
子
ど
も
の
特

性
を
早
期
に
発
見
、
特
性

に
合
わ
せ
た
適
切
支
援
を

行
う
た
め
５
歳
児
健
診
は

必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

し
か
し
、
す
で
に
乳
幼
児

健
診
を
市
内
、
北
上
市
の

小
児
科
医
に
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
中
、
さ
ら
に
負

担
が
重
く
な
る
。
今
後
も

医
師
会
、
保
育
園
等
の
関

係
機
関
と
協
議
の
う
え
５

歳
児
健
診
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
る
。

一般質問

Ａ

Ａ Ｑ

ＱＡ

Ａ Ｑ

ＱＡ

ＱＡ

り
な
が
ら
相
談
に
対
し
県

と
確
認
し
な
が
ら
助
言
を

行
っ
て
い
く
。

■
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
制
度
に
つ
い
て

■
道
路
整
備
に
つ
い
て

■
花
巻
市
独
自
の
条
例

制
定
に
つ
い
て

■
５
歳
児
健
康
診
査
に

つ
い
て

■
「
野
球
タ
ウ
ン
（
※
）
」
聖
地
巡
礼

と
観
光
振
興
に
つ
い
て

■
総
合
花
巻
病
院
へ
の

経
営
支
援
に
つ
い
て

大
規
模
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
開
催
は
、
地
域
活
性
化

ま
た
本
市
の
競
技
ス
ポ
ー

ツ
の
活
躍
の
勢
い
の
後
押

し
に
な
る
と
考
え
る
が
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

は
な
ま
き
ス
ポ
ー
ツ
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー

ロ
ー
を
主
に
、
大
規
模
大

会
や
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘

致
を
行
い
、
競
技
ス
ポ
ー

ツ
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推

進
を
図
っ
て
い
る
。
関
心

を
高
め
競
技
力
向
上
に
つ

な
げ
る
た
め
、
全
国
規
模

の
大
規
模
な
大
会
の
開
催

に
努
め
て
い
く
。

県
側
は
市
町
村
に
充
実

し
た
機
能
を
備
え
た
施
設

が
複
数
あ
り
、
担
う
役
割

や
今
後
の
改
修
状
況
等
に

つ
い
て
将
来
人
口
の
展
望

や
県
財
政
を
踏
ま
え
維
持

改
修
等
が
望
ま
し
い
と
し

て
い
る
。
本
市
と
し
て
は

現
在
の
施
設
の
規
模
で
不

足
は
な
い
。
ま
た
、
財
政
的

に
も
相
当
な
金
額
の
負
担

が
あ
り
現
段
階
で
は
建
設

誘
致
は
困
難
と
考
え
る
。

照
て る い

井 明
め い こ

子 議員

近
年
の
食
材
や
燃
料
費

の
価
格
高
騰
は
、
子
育
て

環
境
に
相
当
の
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
。
市
で
は
、
価

格
高
騰
に
伴
う
学
校
給
食

費
の
上
昇
に
よ
る
保
護
者

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

令
和
５
年
度
・
６
年
度
と

支
援
し
、
保
護
者
負
担
は

据
え
置
き
と
し
た
。
令
和

７
年
度
は
、
年
間
で
約
６

７
０
０
万
円
の
上
昇
が
見

込
ま
れ
る
が
、
国
の
交
付

金
を
活
用
し
、
子
育
て
世

帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

策
と
し
て
取
り
組
む
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
に
お
け
る
学
校

給
食
費
負
担
軽
減
事
業
は

継
続
し
て
取
り
組
む
べ
き

で
は
な
い
か
。

埼
玉
県
富
士
見
市
で
は

１
歳
児
、
３
歳
児
、
４
歳
児

の
独
自
の
基
準
を
設
け
、

予
算
措
置
を
し
て
い
る
。

市
独
自
の
配
置
基
準
の

拡
充
に
つ
い
て
伺
う
。

本
市
の
現
状
と
し
て
、

保
育
士
が
不
足
し
て
い
る

こ
と
に
よ
り
待
機
児
童
が

発
生
し
て
お
り
、
さ
ら
に

保
育
士
が
不
足
し
、
待
機

児
童
が
増
加
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
難
し
い
。
市
で

は
単
独
の
負
担
で
保
育
士

確
保
・
保
育
所
等
受
入
促

進
事
業
を
行
っ
て
お
り
、

年
度
当
初
か
ら
９
月
ま
で

の
期
間
、
国
の
配
置
基
準

以
上
に
保
育
士
を
雇
用
し

た
施
設
の
運
営
者
に
対
し

人
件
費
補
助
を
し
て
い

る
。

昨
年
11

月
27

日
に
農
業

者
や
農
業
法
人
等
と
共
に

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ

宣
言
を
行
っ
た
。
今
後
、
花

巻
市
有
機
農
業
実
施
計
画

に
基
づ
き
、
取
り
組
み
を

始
め
る
。
令
和
７
年
度
は
、

引
き
続
き
講
演
会
お
よ
び

マ
ル
シ
ェ
の
開
催
を
す
る

ほ
か
、
ス
ー
パ
ー
等
に
販

売
所
を
設
置
す
る
働
き
か

け
を
予
定
。
今
後
も
Ｓ
Ｎ

Ｓ
、
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
活

用
す
る
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
作
物

の
安
心
・
安
全
。
健
康
確
保

の
た
め
に
、
消
費
者
に
対

す
る
啓
発
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い

る
の
か
伺
う
。

農
業
者
は
農
業
資
材
高

騰
の
も
と
、
厳
し
い
経
営

状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

市
独
自
の
農
業
支
援
に
取

り
組
ま
な
い
か
伺
う
。

国
の
物
価
指
数
調
査
で

は
令
和
２
年
を
１
０
０
と

し
た
場
合
、
令
和
５
年
４

月
１
２
２
、
令
和
６
年
12

月
１
２
０
と
下
落
し
て

い
る
。
肥
料
は
令
和
５
年

４
月
に
最
高
の
１
５
５
で

そ
の
後
は
下
落
傾
向
に
あ

る
。
市
は
稲
作
農
家
、
畜
産

農
家
、
園
芸
生
産
農
家
に

各
種
補
助
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。
市
は
資
材
の
価

格
動
向
や
農
畜
産
物
の
販

売
状
況
を
収
集
し
、
国
県

の
支
援
策
を
踏
ま
え
な
が

ら
対
応
を
検
討
す
る
。

藤
ふ じ ね

根 清
きよし

 議員

岩
手
県
と
盛
岡
市
共
同

で
建
設
整
備
さ
れ
た
「
き

た
ぎ
ん
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
」

の
よ
う
に
、
老
朽
化
し
た

岩
手
県
営
体
育
館
の
建
設

が
進
め
ら
れ
る
場
合
、
本

市
へ
の
建
設
誘
致
に
取
り

組
む
考
え
は
な
い
か
伺

う
。

阿
あ べ

部 一
か ず お

男 議員

Ａ Ｑ

ＱＡ

Ｑ

ＱＡ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

■
農
業
問
題
に
つ
い
て

■
学
校
給
食
費
負
担
軽
減

の
取
り
組
み
継
続
を

■
市
独
自
の
保
育
士
配
置

基
準
設
定
に
つ
い
て

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ

い
て

※野球タウン：  女子野球タウン認定や大谷翔平選手の活躍、菊池雄星選手の複合野球施設「Ｋ . Ｏ . Ｈ」、富士大野球

部の活躍により「野球タウン」として認知度が向上している。


